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H. ホリデイや W. クレインによって手がけら
れた。それらの衣服はドレープそのものを装
飾的要素として扱い，女性の身体の動きとプ
ロポーションに合わされたもので，室内着や
遊び着としてデザインされた。後に同盟の提
案する衣服には手工芸的な要素が盛り込まれ
ていく傾向が現れ，刺繍やアップリケが装飾
的に施された。これはイギリスにおいて手工
芸の復興を唱えるアーツ・アンド・クラフツ
運動の流れと王立刺繍学校による芸術刺繍の
推進があったことも考えられるだろう。衣服
に刺繍が施されるのは当然考え得ることで，
当時ニードルワークが家庭内でできる淑女の
仕事として，また女性自身の衣服の問題とも
重なって，芸術家やその周辺にいる女性たち
の関心事としてあったのである。これらの女
性服はフェミニズム志向の強い他の改良服運
動と異なり，教養を持ち合わせ，家庭におい
て室内空間との調和の中で存在する女性の姿
として芸術家たちが示したものでもあった。
さいごに
　同盟は芸術家やその周辺にいる女性たちに
よって関心が広められ，婦人雑誌においても
活動の紹介がされる等ある程度の成果を示し
た。しかし服装やデザインの歴史を振り返っ
た時，近代衣服としての評価はされていない。
　19世紀末に設立された同盟は，ラファエル
前派やアーツ・アンド・クラフツ運動が近代
イギリスの社会問題の認識とその克服を試み
た姿勢の下に衣服の問題を見出し解決しよう
とした。しかし衣服の問題として見た時，同
盟の教条主義的な姿勢が衣服に対する個人的
な趣味や趣向，生活の営みの多様性をも排除
してしまう面を持ち合わせていたことは否め
ない。クチュール界から発信される「不健康
で不自然に美しい」流行の衣服が非合理性の
上に成り立ってきた経緯を見れば，道理に
適っているかにみえる健康・芸術的衣服は，
その非合理性の影に隠されていくことになっ
たのである。
